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■維新ふるさと館
鹿児島は幕末・維新の英雄を多く輩出した地である。記念碑や銅像は街中に多く見
られるが、歴史観光の施設が少ない。そんな思いから平成8年（1996）に造られたの
が加治屋町に建つ｢維新ふるさと館｣だ。同館では歴史を遊ぶをテーマにわかりやす
く明治維新を解説。｢幕末探訪・郷中教育コーナー｣では、幕末期に主役となった下級
武士の一日を再現。地域の先輩が後輩を指導する薩摩ならではの郷中教育を紹介。
また、日の丸（日本の国旗）や君が代（国歌）が薩摩にルーツがあることなどを紹介し
た｢世界を見ていた薩摩｣や、西郷と大久保のエピソードを記した｢薩摩エピソード｣な
ど展示が数多くある。特筆すべきは、地階にある｢維新体感ホール｣。ここでは｢維新へ
の道｣と｢薩摩スチューデント、西へ｣を上演。西郷隆盛、大久保利通、勝海舟などの偉
人のロ ボットが登場し、彼らによって維新史が語られる。基本的には薩摩史観による
もので｢維新への道｣は約25分。多彩な映像やロボットを使ってわかりやすく幕末か
ら西南戦争までを描いており、基本知識がなくとも十分楽しめる内容になっている。

■鹿児島市加治屋町23-1
■099-239-7700
■9：00～17：00（入場は16：30まで）
■無休
■大人300円、小人150円

所

☎

時

休

￥

＜アクセス＞
鹿児島中央駅から徒歩8分、カゴシマ
シティビュー 維新ふるさと館前下車
すぐ、市電・高見橋下車徒歩3分
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る
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■西郷洞窟
西南戦争の終盤、
政府軍に追いつ
められた薩摩軍
が立て籠ったのが
城山。西郷隆盛と
私学校の面々が
この洞窟で最後の5日間を過ごしたと伝えられる。西郷隆盛は明治10年（1877）
9月24日に洞窟を出て城山を下る途中で被弾。別府晋介の介錯で自刃した。

■鹿児島市城山町19　■見学自由　＜アクセス＞鹿児島中央駅から車で10分

■鶴丸城跡
江戸初期に島津忠恒によって築かれた平城で、屋形の形状が鶴が羽を広げたよう
だったことから鶴丸城と呼ばれた。何度も焼失、倒壊したが、明治7年（1874）に燃
えてからは建物は再建されていない。今は石垣や堀が見られる程度。石垣には西南
戦争時の弾痕跡が多く残っている。

■西郷隆盛・従道誕生地
下級武士が住む加治屋町からは、維新
の英傑が多く出た。西郷隆盛・従道兄弟
もそう。｢維新ふるさと館｣そばには彼ら
が生まれた場所が残っている。この地
は今では公園となっており、市民の憩い
の場である。

■鹿児島市加治屋町5-2
■見学自由
＜アクセス＞
カゴシマシティビュー
維新ふるさと館前下車すぐ

■西郷隆盛銅像
記念写真スポットとしておなじみのもの。西郷
隆盛の没後50年を記念して昭和12年（1937）
に建てられた。東京・上野のものは高村光雲の
作だが、こちらは安藤照が作っており、陸軍大
将らしく軍服で凛々しく立っている。

■鹿児島市城山町4-36
■見学自由
＜アクセス＞カゴシマシティビュー

西郷銅像前下車すぐ

所
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■大久保利通銅像
フロックコートをひるがえし、いかにも明治の
偉人らしく立つ大久保利通の銅像は、氏の没後
100年を記念して昭和54年（1979）に彫刻家・
中村晋也の手によって作られたもの。像の足元
には暗殺された時にいっしょに命を落とした馬
車夫と馬の像が彫られている。

■鹿児島市西千石町1
■見学自由
＜アクセス＞市電・高見橋下車すぐ

所
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■小松帯刀像
薩摩藩の高級官僚として西郷・大久保らととも
に奔走したのが小松帯刀。幕末期は藩政の中
心となり、薩長同盟締結時には家老として活
躍。大政奉還の勧告者として知られている。像
は平成5年（1993）、西俣敏弘の作である。

■鹿児島市山下町5-3
■見学自由
＜アクセス＞カゴシマシティビュー

西郷銅像前下車すぐ

所

￥

■西郷従道邸庭園跡庭石
西郷隆盛・従道生誕地がある公園の一角に見ら
れるのが、かつて東京・目黒にあった従道邸の
庭石。目黒区がその跡地を整備して公園にした
のでその時に鹿児島に移された。中央の大きな
石が伊豆石で、下の左側が紀州の青石、右が伊
予の石で構成されている。

■鹿児島市加治屋町5-2
■見学自由
＜アクセス＞カゴシマシティビュー

維新ふるさと館前下車すぐ

所

￥

所 ￥

■鹿児島市
　城山町7-2
■見学自由
＜アクセス＞
カゴシマシティ
ビュー西郷銅像
前下車徒歩5分

所

￥

所

￥

街
中
の
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た
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と
こ
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に
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た
ち
の
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が

 J R鹿児島中央

駅東口広場には、薩摩藩が英国へ派

遣した留学一行の像が―。その中に

はNHK朝ドラで人気を博した五代友

厚や、初代文部大臣となった森有礼、

日本初の近代紡績業を興した新納久

脩の姿も見られる。

若き薩摩の群像

 鹿児島県歴史

資料センター前には、NHK大河ドラマ

の主役を果たした篤姫の銅像がある。

この像は大河ドラマ｢篤姫｣放映にちな

み、平成22年（2010）に建立された。

篤姫（天 璋院）像

 調所の像は天保

山公園にある。本来武士は二本の刀を

差しているが、この像は一本のみ。これ

は調所が島津重豪より財政改革を命じ

られたときに、切腹しないようにと脇差を

取り上げられた話にちなんだもの。その

ため銅像も一本しか刀を差していない。

調所広郷像

 五代の像は大

阪取引所前のものが有名だが、鹿児

島の泉公園にもそれが建っている。こ

の像は大阪の人が鹿児島市に寄贈し

たもの。それくらい五代は大阪の恩人

として関西人から親しまれている。

五代友厚像
た
め
も
と

に

　せ


